
・
地
球
温
暖
化
対
策
設
備
設
置
費
補
助
事
業

�

（
１
３
４
万
円
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
の
住
宅
用

地
球
温
暖
化
対
策
設
備
を
設
置
し
た
個
人
に

補
助
金
を
交
付

・
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン
バ
ス
運
行
事
業

�

（
４
５
０
６
万
円
）

と
よ
や
ま
タ
ウ
ン
バ
ス
を
運
行
。
令
和
４
年

度
に
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
更
新

・
名
古
屋
空
港
利
用
促
進
事
業

�

（
１
１
３
３
万
円
）

名
古
屋
空
港
を
利
用
す
る
町
民
の
方
を
対
象

に
助
成
金
を
交
付
。
令
和
４
年
度
搭
乗
分
の

申
請
に
限
り
、原
油
価
格
高
騰
対
策
と
し
て
、

２
千
円
を
上
乗
せ
す
る
特
例
措
置
を
実
施

・
河
川
洪
水
対
策
事
業

�
（
３
億
７
１
７
万
円
）

久
田
良
木
川
排
水
機
場
ポ
ン
プ
施
設
増
強
に

向
け
、
ポ
ン
プ
ゲ
ー
ト
設
備
工
事
、
水
門
躯

体
工
事
を
実
施

・
母
子
保
健
事
業�

（
３
６
７
９
万
円
）

妊
産
婦
、
乳
幼
児
に
各
種
健
康
診
査
、
補
助

を
実
施
。
令
和
５
年
２
月
か
ら
出
産
・
子
育

て
応
援
交
付
金
事
業
を
開
始

・�

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
い
の
木
及
び
南
館

ひ
ま
わ
り
の
指
定
管
理
運
営
事
業

�

（
１
億
３
０
７
３
万
円
）

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
い
の
木
に
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
遊
具
を
設
置

目標3

安
全
・
安
心
で

住
み
や
す
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

目標4

助
け
合
い
、
支
え
合
う

健
康
で
あ
た
た
か
な
ま
ち

き
く
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

指
標
④
　将
来
負
担
比
率
　

こ
れ
か
ら
支
出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
借
入

金
の
返
済
な
ど
の
負
担
額
の
割
合
で
す
。
こ

の
比
率
が
高
い
と
将
来
的
に
財
政
が
圧
迫
さ

れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

本
町
の
数
値
は
、
早
期
健
全
化
基
準
を
大

き
く
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
で
あ
る
と
い
え

ま
す
。

資
金
不
足
比
率
と
は

公
営
企
業
ご
と
の
資
金
の
不
足
額
の
事
業

規
模（
事
業
収
入
）に
対
す
る
比
率
で
、
経
営

状
態
の
悪
化
の
度
合
い
を
示
し
ま
す
。「
経

営
健
全
化
基
準
」以
上
に
な
る
と
、
経
営
健

全
化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

町
が
独
自
で
運
営
す
る
公
営
企
業
は
下
水
道

事
業
で
す
が
、資
金
不
足
が
生
じ
て
お
ら
ず
、

数
値
化
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
と
め

以
上
の
と
お
り
、
令
和
４
年
度
決
算
に
お

け
る
本
町
の
算
定
結
果
は
す
べ
て
の
指
標
に

お
い
て
基
準
値
を
大
き
く
下
回
り
、
健
全
な

財
政
状
況
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
に
お
い
て
も
、
限
ら
れ
た
財
源
を
最

大
限
活
用
す
る
た
め
に
最
新
の
情
報
を
収
集

し
な
が
ら
各
事
業
の
精
査
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
借
入
に
頼
ら
な
い
自
立
的
な
財

政
を
堅
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
総
務
課
総
務
・
財
政
グ
ル
ー
プ
　

28
・
６
０
０
３

令
和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

第
５
次
総
合
計
画「
一
人
ひ
と
り
が
輝
く
暮

ら
し
豊
か
な
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」の
実
現

を
目
指
す
、
ま
ち
の
将
来
を
見
据
え
た
行
政

運
営
を
行
い
ま
し
た
。
第
５
次
総
合
計
画
の

ま
ち
づ
く
り
目
標
別
に
実
施
し
た
主
な
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
公
園
・
緑
地
整
備
事
業

�

（
７
２
１
９
万
円
）

愛
知
県
基
幹
的
広
域
防
災
拠
点
と
合
わ
せ
て

整
備
を
予
定
し
て
い
る
避
難
所
及
び
賑
わ
い

施
設
整
備
の
た
め
、
基
盤
整
備
基
本
設
計
や

基
本
コ
ン
セ
プ
ト
案
等
の
作
成
を
実
施

・
緑
化
木
配
布
事
業�

（
２
５
４
万
円
）

町
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
、
愛
知
県
植

樹
祭
を
開
催

・
道
路
施
設
維
持
管
理
事
業

�

（
４
７
８
６
万
円
）

大
山
地
内
の
町
道
９
０
２
号
線
に
つ
い
て
、

道
路
舗
装
工
事
を
実
施

・
民
間
木
造
住
宅
耐
震
事
業

�

（
４
４
２
３
万
円
）

豊
山
住
宅
の
耐
震
改
修
に
対
す
る
補
助
を
実
施

・
環
境
啓
発
事
業�

（
１
３
９
万
円
）

環
境
保
全
意
識
の
啓
発
を
目
的
と
し
た
、
と

よ
や
ま
プ
ロ
ギ
ン
グ
や
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催

実
施
し
た
主
な
事
業

目標1

快
適
で
活
気
あ
ふ
れ
る

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち

目標2

自
然
に
も
人
に
も
優
し
い

持
続
可
能
な
ま
ち

よ
り
低
い
ほ
ど
、
そ
の
自
治
体
の
財
政
は
健

全
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は

財
政
の
状
況
を
表
す
次
の
四
つ
の
指
標
の

こ
と
を
い
い
、
二
つ
の
基
準
に
よ
っ
て
財
政

の
健
全
性
を
判
断
し
ま
す
。

四
つ
の
指
標
の
う
ち
一
つ
で
も「
早
期
健

全
化
基
準
」以
上
に
な
る
と
、
財
政
健
全
化

計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、
自
主
的
な

改
善
努
力
に
よ
る
財
政
健
全
化
に
取
り
組
ま

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
将
来
負
担
比
率
を
除
く
三
つ
の

指
標
の
う
ち
一
つ
で
も「
財
政
再
生
基
準
」以

上
に
な
る
と
、地
方
債
の
起
債
が
制
限
さ
れ
、

予
算
の
編
成
に
国
が
関
与
し
、
確
実
な
財
政

再
生
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

指
標
①
　実
質
赤
字
比
率
　

一
般
会
計
の
赤
字
額
の
割
合
で
す
。
赤
字

の
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
財
政
悪
化
が
深

刻
と
な
り
ま
す
。

本
町
の
一
般
会
計
は
、
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
の
で
、
数
値
化
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

指
標
②
　連
結
実
質
赤
字
比
率
　

一
般
会
計
だ
け
で
な
く
、
特
別
会
計
も
加

え
た
赤
字
額
の
割
合
で
す
。

本
町
は
、
全
て
の
会
計
に
お
い
て
黒
字
決

算
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
数
値
化
は
さ
れ
ま

せ
ん
。

指
標
③
　実
質
公
債
費
比
率
　

借
入
金
の
返
済
額
が
財
政
に
及
ぼ
す
負
担

を
表
す
指
標
で
す
。こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、

資
金
繰
り
が
厳
し
い
こ
と
を
表
し
ま
す
。

本
町
の
数
値
は
、
早
期
健
全
化
基
準
を
大

・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

�

（
４
７
６
万
円
）

10
月
か
ら
子
育
て
応
援
ア
プ
リ「
Ｋ
ｉ
ｋ
ｏ

ｔ
ｔ
ｏ
」を
開
始
。
庁
舎
内
に
授
乳
室
・
お

む
つ
交
換
室「
き
こ
っ
と
の
へ
や
」を
設
置

・
要
保
護
児
童
対
策
事
業�

（
１
１
８
万
円
）

令
和
４
年
か
ら
町
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
を
設
置
。
庁
舎
内
に
親
子
交
流
ス
ペ
ー
ス

「
き
こ
っ
と
ひ
ろ
ば
」を
設
置

・
学
校
施
設
整
備
事
業（
小
学
校
費
）

�

（
２
億
１
９
５
０
万
円
）

小
学
校
３
校
の
施
設
の
修
繕
等
の
施
設
整
備

を
実
施
。
豊
山
小
学
校
ト
イ
レ
改
修
工
事
を

実
施

・�

文
化
振
興
事
業
、
お
昼
の
と
き
め
き
コ
ン

サ
ー
ト
の
充
実
事
業�

（
２
５
４
万
円
）

町
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
、
名
古
屋
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
、
豊
山
中
学
校

吹
奏
楽
部
、
豊
山
ウ
イ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
演
奏
す
る「
豊
山
音
楽
の
日
」を
開
催

・
郷
土
資
料
室
の
再
生
事
業�

（
27
万
円
）

町
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
、
豊
山
町
の

50
年
を「
広
報
と
よ
や
ま
」で
振
り
返
る「
広

報
と
よ
や
ま
回
顧
展
」な
ど
を
開
催

・
地
域
産
業
育
成
事
業�

（
40
万
円
）

町
内
事
業
者
に
対
し
、
販
路
拡
大
の
た
め
の

展
示
会
出
展
料
の
一
部
を
補
助

・
農
業
施
設
の
定
期
的
な
更
新
事
業

�
（
８
７
７
１
万
円
）

目標5

い
き
い
き
と
し
た
豊
か
な
心
を

持
っ
た
人
を
育
む
ま
ち

目標6

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

個
性
豊
か
な
ま
ち

神
明
ポ
ン
プ
更
新
工
事
、
豊
場
地
内
の
小
型

揚
水
機
更
新
工
事
を
実
施

・「
ヒ
コ
ー
キ
の
ま
ち
」推
進
事
業

�

（
36
万
円
）

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
、
入
賞
作
品

の
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施

・
と
よ
や
ま
Ｄ
Ｅ
な
い
と
運
営
事
業

�

（
５
０
９
万
円
）

町
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
て
、
24
時
間
テ

レ
ビ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
と
よ
や
ま

Ｄ
Ｅ
な
い
と
を
開
催

・
町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業

�

（
４
９
６
７
万
円
）

町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。
町
制

施
行
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
に
負
担

金
を
交
付
し
、
様
々
な
記
念
事
業
を
実
施

・
財
産
管
理
事
業�

（
３
億
９
０
７
万
円
）

役
場
庁
舎
等
の
施
設
保
守
や
公
用
車
の
維
持

管
理
等
を
実
施
。
空
調
改
修
工
事
・
非
常
用

自
家
発
電
機
更
新
工
事
を
実
施

「
財
政
健
全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足

比
率
の
公
表
」

財
政
健
全
化
法
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財

政
状
況
を
統
一
的
な
指
標
で
示
し
、
財
政
の

健
全
化
や
再
生
が
必
要
な
場
合
に
迅
速
な
対

応
を
取
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
の
二
つ

で
自
治
体
の
財
政
状
況
を
判
断
し
、
基
準
値

目標7

住
民
と
行
政
が
と
も
に
考
え
、

と
も
に
つ
く
る
信
頼
の
ま
ち

本
町
の
財
政
は
健
全

健全化判断比率� （単位：％）
豊山町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15.0 20.0
連結実質赤字比率 ― 20.0 30.0
実質公債費比率 0.1 25.0 35.0
将来負担比率 1.5 350.0

※表中の「－」表示は数値がない（赤字がない）ことを表しています。

資金不足比率� （単位：％）
会計名 豊山町 経営健全化基準

資金不足比率
公共下水道
事業特別会計

― 20.0

※�表中の「－」表示は数値がない（資金不足が生じていない）こと
を表しています。

令和4年度豊山町一般・特別会計歳入歳出決算審査意見書（抜粋）
豊山町監査委員　堀尾博樹　　豊山町監査委員　水野晃

一般会計及び特別会計の決算総額は、歳入11,432,335,819
円、歳出11,095,342,112円、歳入歳出差引額336,993,707
円で、翌年度へ繰り越すべき財源44,067,000円を差し引い
た実質収支額は、292,926,707円の黒字を計上した。
一般会計において対前年度比でみると、歳入では自主財
源の柱である町税収入において、個人町民税22,909,538円
の増額、法人町民税は71,611,900円の減額となった。ま
た、固定資産税は25,355,456円の増額となり、全体では
18,315,046円（0.4％）の減額となった。
歳出では、前年度に比べ増加した主なものは、総務費
104,691,006円、土木費75,828,571円、教育費74,835,806
円であった。
一方、前年度に比べ減少した主なものは衛生費△
324,716,206円、民生費△86,706,968円、商工費△9,883,618
円となり、全体では130,396,906円の減少となった。
歳出では、子育て世帯への臨時給付金、コロナワクチン接
種委託料の減少のほか、効率的・効果的な予算執行に職員一
人ひとりが心がけてきた結果、歳出減少につながったものと

考える。一方、不用額については、全体で655,088,221円、
前年度と比べ62,587,144円増加している。毎年、同じよう
な不用額を出す例もあり、当初予算の圧迫につながりかねな
い。今後もより一層、適正な予算管理に努められることを望む。
経済状況は厳しさを増している。既往の資源高の影響や通商
問題の動向、海外経済の回復ペースの鈍化、労働力問題などが
山積し、財政健全化のためにあらゆる情報収集に努められたい。
本町では、県が進めている基幹的広域防災拠点の整備に合わせ
た避難所及び賑わい施設の整備、子どもを育てやすい環境の整
備、デジタル化の推進等、多くの事業が予定されている。各事
業について経費を的確に把握し、事業の重要性・有効性を検証
し、効率的・効果的な財政運営に努められたい。
令和５年度においても第５次総合計画を推進し、切れ目な
く安心して住み続けたいまちに向けて引き続き自主財源の確
保に努め、健全な行財政運営が遂行されることを期待し決算
審査の意見とする。

▶問合せ　監査委員事務局（監査事務局）　 28・6004
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広報とよやま　令和5年11月号
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特集9

特
　集

暮
ら
し
の
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

キ
ラ
リ
健
康
ナ
ビ

子
育
て
ひ
ろ
ば

ま
な
び
す
と

図
書
室
通
信


